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田無庁舎駐車場がたいへん混雑しています。車での来庁はなるべく避けていただくようお願いします。◆管財課（�田 �内線1211)
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　市では、市民参加による計画によって、平成１７年度に事業着手を予定していた（仮

称）リサイクルプラザ建設事業の見直しを行うため、（仮称）西東京市リサイクルプ

ラザ庁内検討委員会を設置して、建設事業の見直し作業を進めてきました。検討委員

会では、①再資源化（リサイクル）・再使用（リユース）・発生抑制（リデュース）の

積極的な活動拠点としての位置づけ、②環境学習活動の拠点として、より実践的な事

業内容とすることの可能性、③耐震性などを損なわない条件で、建設費のコストダウ

ンを図る等を検討し、平成１8年度中の着工を前提とした最終報告をとりまとめまし

た。

　そこで、この検討委員会からの報告を踏まえ、見直しの概要をとりまとめましたの

で、パブリックコメント（市民意見提出手続制度）を行います。

▽対象　市内在住・在勤・在学の方および市内に事業所等を有する個人および法人そ

の他の団体

▽意見の提出方法・提出先　次のいずれかの方法で、住所・氏名・案件名「（仮称）

リサイクルプラザ建設事業見直し概要」を必ず明記して、提出してください。

①直接または郵送（〒２０２-8555西東京市役所保谷庁舎ごみ減量推進課あて）

②ファクス（ごみ減量推進課�０４２４-２１-５４１０）

③電子メール（市のホームページから）

※住所・氏名の公表はしませんが、匿名の意見は受け付けできませんので、ご注意く

ださい。また、提出された意見に個別の回答はできませんので、ご了承ください。

▽提出期間　２月１５日（水）～３月１５日（水）（必着）

▽報告書等の閲覧　報告書等は両庁舎１階の情報公開コーナー、市ホームページでご

覧になれます。

▽検討結果の公表　４月（予定）

◆ごみ減量推進課（�保 �内線2221）

～（仮称）西東京市リサイクルプラザ建設事業の見直しを行いました～～（仮称）西東京市リサイクルプラザ建設事業の見直しを行いました～
　● 見見直直しし案案ののパパブブリリッッククココメメンントト（（市市民民意意見見提提出出手手続続きき制制度度））をを実実施施ししまますす  ●●　

文理台公園

スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター

こもれびホール

郵便局保谷分室

西東京市役所保谷庁舎西東京市役所保谷庁舎西東京市役所保谷庁舎
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至保谷駅
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リサイクルプラザ
建設予定地

■事業概要
建設場所：西東京市泉町三丁目１１番および１２番
敷地面積：３，２２９．２５平方�（西側駐車場１，４０７．９０平方�

を含む）

戦略・戦術など

市民
（仮称）リサイクルプラザ（仮称）リサイクルプラザ（仮称）リサイクルプラザ

市 事業者 コスト
（Cost：費用
を考えよう）

リデュースリデュース
（Reduce：ごみ（Reduce：ごみ
を減らそう）を減らそう）

リユースリユース
（Reuse：繰り（Reuse：繰り
返し使おう）返し使おう）

リサイクルリサイクル
（Recycle：再び資源（Recycle：再び資源
として利用しよう）として利用しよう）

リデュース
（Reduce：ごみ
を減らそう）

カルチャー
（Culture：文化
を創ろう）

コミュニティ
（Community：共同
体を再生させよう）

リユース
（Reuse：繰り
返し使おう）

リサイクル
（Recycle：再び資源
として利用しよう）

学習・
啓発など

実践・
評価など

西東京市戦略会議

３Ｒ活動拠点
環境活動拠点

３Ｃ３Ｒ

■地域に適した循環型社会を実現していきます

平 面 図

２ 階

１ 階

■建物の骨格構造材見直しによるコストダウン  ���������� 
　市民の皆さんが主に利用するプラザ機能をもった建物は、空間スペ－
スが確保できる鉄骨構造を採用し、主に事務をおこなう建物部分は、建
築費をおさえられる軽量鉄骨構造にします。

■機能（規模）の見直しによるコストダウン  ����������� 
　プラザ機能と事務機能とに分離した２棟立てとすることにより、基本
設計面積１千４９１平方㍍から１千４０１平方㍍となり、６�の規模縮小とな
ります。

■設備の見直しによるコストダウン  ��������������� 
　建物と一体施工によりコストが低減される設備（太陽光発電、雨水貯
留槽）の設備は計画に含み、生ごみ処理機等その他の設備は、開館後に
検討します。

■西側駐車場の利用計画の見直し  ���������������� 
　建物の西側駐車場に、４００平方㍍ 程度のスペースを確保し、りさいく
る市等の催し物を開催することができるようにします。

■周囲の環境と調和のとれた景観の創出  ������������� 
　こもれびホールや周囲の景観と調和のとれたデザインとします。

（仮称）西東京リサイクルプラザ建設事業見直しの概要
～予定建設費５億７千４００万円を4億1千2００万円に縮減～

　市民生活や事業活動に
よる資源・エネルギーの
消費により、環境へ大き
な負荷を与えています。
私たちは生活や事業活動
のスタイルを見直し、環
境にやさしいエネルギー
利用の実践、ごみの減量、
リサイクル活動といった
実践的な活動を進めてい
くことによって、限りあ
る資源を有効に活用する
循環型社会を目指してい
きます。


